
令和４年度 第１回横浜市障害者就労支援推進会議 次第 
 

日時 令和４年８月 18日(木)午前９時から午前 11時まで 

場所 横浜市庁舎会議室 

 
≪次 第≫ 

１ 開会 
 
２ 障害福祉保健部長挨拶 
 
３ 委員紹介、委員長選出                   

 
４ 横浜市障害者就労支援推進会議について(概要説明)          資料１ 

 

５ 事業説明 

（１）第４期横浜市障害者プランの概要について             資料２ 

（２）就労支援係における各事業について                資料３ 

  ア 障害者就労支援センター                    資料４ 

   ・事業実績一覧                         資料５ 

   イ 横浜市障害者優先調達推進への取組み 及び 

横浜市障害者共同受注事業について               資料６ 

 

 ６ 議題 

（１）障害者就労啓発事業について                   資料７ 

  ア 企業向け啓発事業・市民向け啓発事業              資料８                         

   イ 雇用創出・就労啓発事業                    資料９ 

（２）意見交換について 

資料７を参考に各事業について、ご意見をお願いします。 
 
 
７ 閉会 

 

次回開催予定  令和５年２月を予定（詳細時期や場所については後日連絡） 

  

 

 

 



令和４年度 横浜市障害者就労支援推進会議委員 

（順不同・敬称略）                                計 13名 
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令和４年度 横浜市障害者就労支援推進会議について 

 

１ 趣旨 

横浜市内の福祉・教育・労働・経営・行政等の各分野が連携し、障害者就労支援基盤を強化し、

地域による就労支援機能を向上させるため、各分野で活躍する委員で構成する会議を実施します。 

 

２ 委員会概要 

 (1) 委員会の位置づけ 

障害者基本法第 36条第３項に基づき横浜市障害者施策推進協議会条例により設置された横

浜市障害者施策推進協議会（附属機関）の下部組織 

 (2) 設置根拠 

   横浜市障害者就労支援推進会議設置要綱 

 (3) 委員の身分 

   非常勤特別職職員（地方公務員法第３条第３項２号） 

 (4) 委員の任期 

   委嘱日から当該年度末まで 

 (5) 所管部署 

   横浜市健康福祉局障害自立支援課就労支援係 

 

３ スケジュール 

 (1) 第１回横浜市障害者就労支援推進会議 

日時：令和４年８月 18日（木）午前９時から午前 11時まで 

場所：横浜市庁舎会議室 

 

 (2) 第２回横浜市障害者就労支援推進会議 

日時：令和５年２月(予定) 

場所：未定 

 

資料１ 



横浜市障害者就労支援推進会議設置要綱 

制定 平成 18 年７月 11 日（局長決裁） 

最近改正 令和２年３月 31 日 健障企第 4049 号（局長決裁） 

 （趣旨） 

第１条 横浜市内において、福祉・教育・労働・経営・行政等の各分野が連携し、障害者の就労

支援基盤を強化し、地域による障害者の就労支援機能を向上させるため、横浜市障害者施策推

進協議会（以下「協議会」という。）の部会である横浜市障害者就労支援推進会議（以下「会議」

という。）の設置及び運営について必要な事項を定める。 

 （会議の所掌事務） 

第２条 会議は、次の各号に定める内容について協議するものとする。 

(1) 障害者の就労支援における基盤強化に関する事項

(2) 地域の就労支援機能の向上に関する事項

(3) 障害者又は企業双方への就労支援に関する事項

(4) その他障害者の就労支援に関する事項

 （会議の組織等） 

第３条 会議の委員は、協議会委員のほか、市長が委嘱した学識経験者、教育関係者、当事者、

社会福祉協議会、障害者就労支援に関わる福祉・保健・医療機関・特定非営利活動法人、経営

団体、労働関係機関の代表者及び行政機関関係者等をもって構成する。 

２ 会議に委員長を１人置く。 

３ 委員長は、委員の互選により定める。 

４ 委員長は、会議の会務を総理し、会議の議長となる。 

５ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員のうちから委員長があらかじめ

指名する者がその職務を代理する。 

 （懇談会の開催等） 

第４条 市長は、特に必要があると認めるときは、会議に、就労支援に関する専門事項について

助言を求めるため、懇談会を置くことができる。 

２ 懇談会の委員は、学識経験者、障害者就労支援に関わる福祉・保健・医療機関等に就任を依 

頼する。 

３ 懇談会は必要に応じて、委員長が招集する。 

 （任期） 

第５条 委員の任期は、委嘱日から当該年度末までとする。 

参考



 （会議の開催及び議決） 

第６条 会議は委員長が招集する。ただし、第３条第２項に定める委員長が置かれるまでは、市

長が招集する。 

２ 会議は委員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

３ 会議において議決をとる場合は、出席委員（委員長を除く）の過半数を持って決し、可否同

数の場合は、委員長が決する。 

 

 （関係者の出席） 

第７条 委員長は、必要があると認めるときは関係者の出席を求め、その意見又は説明を聞くこ

とができる。 

 

 （委員の責務） 

第８条 委員は、第２条に定める職務を常に公正、公平に行わなければならない。 

２ 委員は、会議を通じて知り得た個人情報を公表してはならない。その職を退いた後も同様と

する。 

 

 （庶務） 

第９条  会議の庶務は、健康福祉局障害自立支援課において行う。 

２ 事務局員、その他会議に出席した者は、会議を通じて知り得た個人情報を公表してはならな

い。 

 

 （その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関して必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成 18 年７月 11 日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 19 年 3 月 30 日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 22 年２月 １日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 24 年４月 １日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 25 年５月 １日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和 ２年４月 １日から施行する。 
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資料３

概要

障害者就労支援センター事業 【資料４】のとおり

横浜市障害者優先調達 【資料６】のとおり

横浜市障害者共同受注事業 【資料６】のとおり

企業向け啓発事業 【資料８】のとおり

市民向け啓発事業 【資料８】のとおり

雇用創出・就労啓発事業 【資料９】のとおり

農業就労援助事業
　障害当事者が、障害福祉事業所の指導員とともに農園での
農作業等を通じて、農業分野をはじめとした就職に必要な基
礎体力を養うほか、自立生活の訓練を行います。

随意契約認定制度

　地方自治法施行令第167条の2第1項第3号による随意契約
(※)に準ずる法人等の認定を行っています。
（※行政による発注等は、原則入札や見積もり合わせや等が
必要ですが、福祉関係施設等で製作された物品の買入れ若し
くは役務の提供等の契約では、入札等を省略することができ
ます。）
　認定された企業は、横浜市との契約において、随意契約を
行うことができます。

販路拡大、企業協働
　障害福祉事業所等からの相談に応じて、自主製品販売会の
開催支援や企業への発注促進等を行います。

横浜市職員採用における障害者雇用促進
　本市における職員採用試験(障害者枠)の実施応援等を行い
ます。

就労支援推進会議の運営 　会議における調整、資料作成、委嘱事務

■その他

■障害者就労支援センター

■共同受注・優先調達推進事業

■障害者就労啓発事業

就労支援係における各事業について
事業
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横浜市障害者就労支援センターの実績

1 相談・支援件数　※未登録者も含む (件)

当事者支援

その他支援

当事者支援

その他支援

当事者支援

その他支援

当事者支援

その他支援

当事者支援

その他支援

当事者支援

その他支援

2 登録者数 （　）は新規登録者数 (人)

239 ( 55 ) 506 ( 68 ) 403 ( 29 ) 417 ( 65 ) 696 ( 88 ) 722 ( 40 ) 977 ( 48 ) 175 ( 19 ) 181 ( 31 ) 4,316 ( 443 )

297 ( 46 ) 564 ( 74 ) 582 ( 32 ) 345 ( 30 ) 771 ( 137 ) 747 ( 52 ) 1,072 ( 57 ) 138 ( 31 ) 206 ( 52 ) 4,722 ( 511 )

311 ( 62 ) 630 ( 90 ) 515 ( 48 ) 347 ( 26 ) 832 ( 49 ) 380 ( 39 ) 1,032 ( 44 ) 165 ( 30 ) 258 ( 58 ) 4,470 ( 446 )

375 ( 88 ) 691 ( 85 ) 454 ( 35 ) 372 ( 47 ) 846 ( 94 ) 479 ( 19 ) 859 ( 44 ) 167 ( 18 ) 298 ( 81 ) 4,541 ( 511 )

331 ( 48 ) 721 ( 71 ) 417 ( 36 ) 395 ( 41 ) 845 ( 77 ) 411 ( 34 ) 627 ( 3 ) 172 ( 13 ) 230 ( 79 ) 4,149 ( 402 )

297 ( 36 ) 708 ( 60 ) 378 ( 25 ) 407 ( 30 ) 870 ( 111 ) 415 ( 40 ) 649 ( 34 ) 167 ( 11 ) 226 ( 85 ) 4,117 ( 432 )

令和２年度

令和３年度

150 92 151 722 1,409 6,338

5,306 13,205 3,032 4,345 50,853

57,191

令和３年度 4,455 3,073 3,823 2,918 10,696

166 3,188 377 83

東部 南部 北部 西部 戸塚 中部 上大岡 日吉 精神 小計 合計

平成28年度 4,142 5,475 4,391 2,529 8,206 4,559 15,927 1,353 2,385 48,967

58,621436 4,501 83 98 4,177 40 197 89 33 9,654

平成29年度 4,275 6,394 4,205 2,540 10,614 4,735 17,310 3,938 2,972 56,983

65,448398 909 98 33 5,419 49 347 251 961 8,465

平成30年度 4,621 5,556 5,061 2,547 9,153 5,403 22,170 4,118 3,210 61,839

69,218606 3,712 151 75 1,270 35 349 33 1,148 7,379

令和元年度 6,569 5,430 5,097 2,773 10,084 5,205 16,964 3,695 2,728 58,545

64,999226 4,602 212 89 101 55 199 186 784 6,454

令和２年度 5,307 3,727 4,834 3,026 9,808 5,092 13,005 3,865 4,173 52,837

58,329165 3,117 352 97 44 112 95 602 908 5,492

東部 南部 北部 西部 戸塚 中部 上大岡 日吉 精神 合計

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

資
料
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(1)求職支援者数 (人)

(2)定着支援者数 (人)

3 新規就職者数 (人)

※「戸塚」は障害者就業・生活支援センターを併設。
※「精神」の対象は精神障害者のみ。

71 2,776132

19

令和２年度 28 33 10 16 49 9

令和２年度 249 476 301 301 607 291 348

238 120 279 40 159 1,373令和２年度 82 245 116 94

東部 南部 北部 西部 戸塚 中部 上大岡 日吉 精神 合計

平成28年度 44 160 106 122 233 380 589 58 43 1,735

平成29年度 81 184 247 69 252 405 630 29 43 1,940

平成30年度 105 223 176 66 282 155 595 41 194 1,837

令和元年度 125 242 133 76 227 189 456 33 212 1,693

令和３年度 53 202 106 93 230 101 282 37 155 1,259

東部 南部 北部 西部 戸塚 中部 上大岡 日吉 精神 合計

平成28年度 195 346 297 295 463 342 388 117 138 2,581

平成29年度 216 380 335 276 519 342 442 109 163 2,782

平成30年度 206 407 339 281 550 308 437 124 64 2,716

令和元年度 250 449 321 296 619 290 403 134 86 2,848

令和３年度 244 506 272 314 640 314 367 130 71 2,858

東部 南部 北部 西部 戸塚 中部 上大岡 日吉 精神 合計

平成28年度 25 28 24 25 70 33 74 11 26 316

平成29年度 14 42 20 25 63 15 63 13 26 281

平成30年度 19 33 10 12 77 14 54 13 28 260

22

24 84

73 12

令和元年度 39 43 11 19 77

令和３年度 15 30 8 17 70

52

45 292

29 345

9 32 238



 
 

横浜市障害者優先調達推進への取組み及び 

横浜市障害者共同受注事業について 

 

■横浜市障害者優先調達推進への取組み 

平成 25年に施行された障害者優先調達推進法（国等による障害者就労施設等からの物品等の調

達の推進等に関する法律）に基づき、国や地方公共団体等は、毎年度、障害者就労施設等からの

物品及び役務の調達の推進を図るための方針を策定することになっています。 

これに基づき、本市では７月１日に「令和４年度 横浜市障害者就労施設等からの優先調達方

針」を策定しました。 
  

 

１ 令和４年度の調達方針（要旨） 

(1) 横浜市では、前年度の調達実績額（４億 1,199万 5,598円）を上回るよう努める。 

(2) 区局等では、前年度の調達実績額を上回るよう努める。 
  

２ 令和３年度の調達実績  

総額：４億 1,199万 5,598円（目標：前年度実績３億 9,265万 3,950円を上回る） 
  

令和３年度の調達件数内訳（参考） 

 

 

３ 横浜市からの優先調達事例 

(1) イベント啓発用の自主製品の購入 

イベント等のノベルティとして、障害者施設で製作した自主製品を購入し、配布していま

す。自分が住んでいる地域に、どのような障害者施設があって、どういう取り組みをしてい

るのか、市民のみなさまに知ってもらうきっかけになっています。 

 (2) 歩道清掃業務委託 

   中土木事務所では、「よこはま障害者共同受注総合センター わーくる」を活用して歩道清

掃を委託する事業所を公募し、依頼しました。日本大通りや山下公園通りといった横浜の観

40％

印刷
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清掃・施設管

理

18.6％

軽作業（封入・

封緘）

11.4％

食料品・飲料

7％

小物雑貨

の購入
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情報処理・テー

プ起こし

1.4％

その他

資料６ 



 
 

光地周辺の景観を美しく保っています。旧市庁舎周辺の清掃も行っており、市職員への啓発

にも繋がっています。 

 (3) 学校との連携 

学校では、教職員の働き方改革の一環として、これまで教職員が行っていたプール清掃や 

エアコン清掃等、校内清掃の一部を障害者施設に発注しています。学校と地域の障害者施設と

の連携が、同じ地域で活動する者同士としてのつながりを強めるきっかけになっています。 

 

４ 優先調達のさらなる推進の取り組み 

(1) ハートオーダー通信 

優先調達に関する事例や実績等を、庁内のウェブサイトへ定期的に掲載し、周知していま 

す。昨年度は、名刺印刷、革製品、令和２年度の実績、クリアファイル作成について掲載しま

した。今年度も引き続き、庁内に向けて事例等を周知します。 

(2) 各種会議の出席 

  横展開が期待される事例に関わる本市区局の会議等に出向き、障害者施設等への作業発注の

お願いと説明を行いました。 

 

 

■横浜市障害者共同受注事業 

横浜市では、企業や行政からの作業や製品購入等の依頼を、障害者施設にコーディネートするこ

とを目的に、委託により障害者共同受注センターを設置しています。 

横浜市から委託を受けた「よこはま障害者共同受注総合センター わーくる」を中心に、市内の

障害者就労施設等からの商品売買や清掃等の役務の契約受注を推進しています。 

 

【よこはま障害者共同受注総合センター「わーくる」とは？】 

   市内障害者施設における作業内容等の情報を管理し、 

企業や行政等からの受注窓口として、加盟施設への 

作業斡旋・調整等を行っています。１施設では対応が 

難しい案件についても、複数の施設により受注できる 

よう調整を行います。 

〇問合せ先 電話 306-9910 FAX 306-9911    

 

１ 「よこはま障害者共同受注総合センター わーくる」による受注促進 

(1) 事業所登録状況 

Ｒ３： ３８３か所、 Ｒ２: ３５６か所、 Ｒ１： ３２８か所 

(2) 受注調整状況                      （単位：件） 

 
相談 

件数 

受注数 
受注 

不可 

情報 

提供 

ほか 

受注 

金額  行政 
 

民間 
 新規

計 新規 新規 

Ｒ３ 548 341 240 163 101 52 215 42 80 約 5,940万円 

Ｒ２ 471 306 199 140 107 68 208 35 114 約 4,993万円 

Ｒ１ 532 289 179 127 110 54 181 57 140 約 3,714万円 

※受注不可の主な理由：仕様や金額、納期面の折り合いがつかず、調整ができなかった等 

 
わーくる HP 



 
 

＜参考＞ 主な受注内容 

公園・歩道のゴミ拾い清掃、小中学校のプール清掃、教室のワックスがけ、 

資料等の封入、資料の修正、封筒・冊子・リーフレット等の印刷、 

コロナウイルス対策用品梱包・発送、イベントでの自主製品（工芸品、食品）の販売等 

 

(3) 受注促進に向けた取組 

ア ホームページへの受注作業例掲載 

相談者が依頼できる作業をイメージしやすいよう、ホームページ上にて受注作業例を紹介して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 研修会について 

登録事業所を対象に役務ノウハウ等の習得を目的に実施しています。 

＜主な実施内容＞プール清掃見学会(Ｒ４)、清掃作業研修(Ｒ３)、電子決済導入説明会(Ｒ３)、 

教室ワックスがけ研修(Ｒ２) 

 

２ 横浜市と企業による受注促進取組み（Ｒ３） 

(1) 試合会場での使用済み携帯電話リサイクル事業 

（市内スポーツチーム×リネットジャパンリサイクル×横浜市） 

横浜市を拠点とするスポーツチーム及びリネットジャパンリサイクル株式会社と連携し、使用

済み携帯電話のリサイクル事業を実施しました。回収した携帯電話は、市内の障害者就労施設で

分解等の処理を行うため、障害のある方の就労支援にもつながります。 

 

(2) 市庁舎 11階コンビニエンスストアでの焼き菓子販売(セブンイレブン×横浜市) 

就労継続支援 B型事業所「スマイルガーデン（戸塚区）」が製造した焼き菓子の販売を市庁舎 11

階のセブンイレブンで実施しました。 

 

 

 
マスコットキャラクター 
『じゅチューくん』 



当事者・家族
企業

(事業主)
企業

(従業員)
障害福祉
関係者

市民
(地域)

出前講座 〇 〇 企業や経済団体等に出向き、障害者雇用に関する講座を実施 〇 〇

障害者雇用好事例紹介事業 〇
障害者雇用検討している企業を主対象に、横浜市内の障害者雇用企業の雇用の工夫や
取組みを紹介し、雇用促進を図る

〇

就労促進担当職員による訪問 〇 地元企業を中心に訪問を行い、障害者雇用の検討や実習受入れの協力を促す 〇 〇

企業向けセミナー
※神奈川県共催

〇
雇用０人企業を対象とした、雇用企業の体験談の紹介や雇用に関する質疑応答等をメ
ニューとする、小規模セミナーの実施

〇

働きたい！わたしのシンポジウム 〇 〇 当事者の経験談や支援機関の紹介等を通じ、働くということに対する理解促進を図る 〇

障害者就労啓発パネル展「ともに働く」 〇 障害者就労について考える機会を提供し、理解促進を図る 〇

障害者雇用企業見学会（仮称）※実施検討中 〇 〇
福祉的就労をしている利用者・施設職員を対象に、地域の障害者雇用企業の見学を通
じて、具体的な就労イメージを持つ機会を提供する

〇

障害者就労座談会（仮称）※実施検討中 〇
福祉サービスに繋がっていない求職中の市民を主対象に、雇用企業や働く当事者との
対話を通じて、具体的な就労イメージを持つ機会を提供する。

〇

就職面接会
※労働局・神奈川県共催

〇 〇 求職中の当事者が求人企業と一同に会す面接会を実施し、雇用機会の拡大を図る 〇 〇

ふれあいショップ 〇 〇
公共施設内に飲食物の提供等を行う店舗を設置し、障害者を雇用し、広く市民に障害
者就労を知る機会を提供する

〇 〇

わたしは街のパン屋さん 〇 〇
市内にある障害福祉事業所で働く利用者が作成したパン等を市庁舎内で販売し、障害
理解の促進や事業所の販売力の向上を図る

〇 〇

ＪＲ関内駅北口就労啓発施設 〇 〇
当該施設を障害者雇用及び雇用を通じた地域連携を図る事業者に貸付を行い、雇用の
創出、障害理解の促進を図る

〇 〇

浦舟複合福祉施設 〇 〇
当該施設の一部を障害者雇用及び雇用を通じた地域連携を図る事業者に貸付を行い、
雇用の創出、障害理解の促進を図る

〇 〇

雇
用
創
出
・
就
労
啓
発
事
業

企
業
向
け
啓
発
事
業

市
民
向
け
啓
発
事
業

障害者就労啓発事業について

障
害
理
解　事業

ターゲット層 雇
用
促
進

実施方法等

就
労
機
会

就労啓発事業は、障害者の「就労」について、当事者、企業（事業主・従業員）、障害福祉関係者、市民(地域）等に広く知っていただくことにより、就労機会の拡大や、「働く」ことを通じた障害理解の促進につなげ

ることを目的とし、シンポジウム、研修、公共施設の活用など、様々な形で実施しています。

(※第４期障害者プランにおいても、「多様な働き方や障害者就労に対する理解促進」を取組のひとつとして掲げています。)

今後も引き続き、就労啓発事業をより効果的に実施できるよう、ターゲット層や実施手法等について検討を進めています。
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障害者就労啓発事業について 

 

１ 企業向け啓発事業 

（１）出前講座 

市内企業や各種団体を対象に、障害者雇用に関する出前講座を実施します。 

実施申込は随時受付けています。 

講座内容例：障害理解、雇用事例紹介、仕事の創り出し、雇用上の留意事項 など 

【令和３年度実績】実施件数：３件 参加社数：９社 ※個別の企業実施は除く 

 

（２）障害者雇用好事例紹介事業 

    企業を対象に、障害者雇用の理解と促進を図るため、 

雇用に関して独自の工夫や努力を行っている企業の取組 

内容を、「横浜市障害者雇用好事例集」として紹介してい 

ます。 

<掲載企業>：株式会社ファンケルスマイル、 

富士ソフト企画株式会社横浜営業所 など 

      

（３）就労促進担当職員による企業訪問 

市内地元企業を中心に職員が訪問し、障害者雇用の検討の促しや、それに伴う相談対

応、職場実習受入れの協力依頼等を行います。 

 

（４）企業向けセミナー「障害者雇用のための企業交流会 ともに働く」 

    神奈川県との共催により、中小企業を主な対象として、障害者雇用促進のための企業交

流会「ともに働く」を開催しています。 

 

【令和４年度実施予定】 

日程 令和４年 10月上旬 

会場 横浜市庁舎１階 市民協働スペースＡ・Ｂ 

参加者 定員：50 名  

内容 障害者雇用企業の講演及びグループトーク  
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【令和３年度実績】 

日程 令和３年 10月６日（水） 14：00～16：00 

会場 市庁舎１階 協働スペースＡ・Ｂ 

参加者 定員：50 名（会場 10名、オンライン 40名（先着順）） 参加者 47名 

内容 ①障害者雇用企業の講演 

(ｱ)医療法人財団明理会 東戸塚記念病院（戸塚区） 

(ｲ)グリービジネスオペレーションズ株式会社（西区） 

②グループトーク 

③質疑応答 

参加者 

アンケート 

(抜粋) 

・各社でどのような取り組みを実施しているかを共有いただいたので、非常に参考に

なりました。また、障害者就労支援センターがあることも、認識でき、今後の採用活

動の参考にさせて頂きます。  

 

・現在は、障害者就労支援センターの利用を活発におこなっていませんが、プライベ

ートな問題に対する対策や、入社後のミスマッチを防ぐため支援センターの活用が重

要だということを感じました。 

 

２ 市民向け啓発事業 

（１）働きたい！わたしのシンポジウム 

障害のある方に働くことへの理解を深め、働きたいと思えるような意識づけを行うことを

目的に、障害者雇用企業や働く当事者の講演会、支援機関や当事者のクロストーク等からな

るシンポジウムを毎年実施しています。 

 

【令和４年度実施予定】 

日程 令和５年１月 

会場 横浜市社会福祉センター ホール 

内容 調整中 

   ※令和３年度及び令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、開催中止。 

   ※令和３年度に、シンポジウム登壇者や登壇企業のインタビュー記事や、過去のシンポジ

ウムの様子等をまとめたホームページを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
シンポジウム 

ホームページ 



（２）障害者就労啓発パネル展「ともに働く」 

   来庁する市民及び本市職員に障害者就労への関心を持っていただき、「気づき」のきっかけ

になることを目的に開催します。 

 

【令和４年度実施予定】 

日程 令和４年９月 14日（水）～９月 20日（火） 

会場 市庁舎１階 展示スペースＢ 

内容 パネル展示、映像配信 

【令和３年度実績】 

日程 令和４年３月９日（水）～17日（木） 午前９時～午後９時 

会場 市庁舎１階 展示スペースＢ 

内容 ① 障害者就労に関するパネル展示 

② 市内障害者就労の映像配信（ｔｖｋハマナビ） 

③ アンケート回答者へのノベルティプレゼント（福祉事業所自主製品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 

アンケート 

(抜粋) 

 

 

〇障害のある人と一緒に働いたことはありますか。   

 回答数 回答割合 

ある 59 71.1% 

ない 24 28.9% 

総計 83 100.0% 

   

〇障害者就労について、知っていましたか。   

             回答数 回答割合 

パネルの内容は知っていた 38 45.8% 

パネルの内容ほどは知らなかった 37 44.6% 

今回初めて知った      7  8.4% 

記載なし          1  1.2% 

総計             83 100.0% 

 



 （３）障害者雇用企業見学会（仮称） ※実施検討中 

    市内の就労移行支援事業所、就労継続支援Ａ・Ｂ型事業所職員及び利用者を対象に、障

害者雇用企業の見学会を行い、「企業で働く」ことの具体的なイメージを持つことで、就労

の促進を図ることを目的に開催します。 

 

 （４）障害者就労座談会（仮称） ※実施検討中 

    障害者就労支援センターやハローワーク等地域の就労支援機関と協力しながら、一般就

労を目指す市民を対象に、就労講座や障害者雇用企業の人事担当、就労中の先輩からの講

義、対話等を通じて、就労の促進を図ることを目的に開催します。 

 

（５）就職面接会 

神奈川労働局及び神奈川県との共催により、求職障害者と求人企業が一同に会した面接

会を実施します。 

 

【令和４年度実施予定】 

日程 令和４年 10月 25日（火） 

会場 横浜武道館 

【令和３年度実績】 

日程 令和３年 10月（水） 

会場 横浜武道館 

結果 参加求人企業数：116 社 参加求職者数：635人 採用決定者数：75人 

 



 

雇用創出・就労啓発事業について 

 

１ ふれあいショップ 

 (１) 事業内容 

障害者の就労の場を確保するとともに、障害福祉に対する市民理解を促進することを目的に、公共施設

内において、運営法人によるカフェや売店を設置し、飲食物の提供や障害福祉施設の自主製品等の販売を

実施しています。 

(２) 営業体制等 

     〇スタッフ体制 店長：１名 /サポート店員：必要に応じて /従業員（障害者）：常時 1名以上 

     〇営業日    週５日以上 

(３) 運営店舗一覧（令和４年４月１日現在） 

 店舗名 所在施設 運営事業者 開設 

1 ハトポッポ 青葉区総合庁舎 （福）和枝福祉会 Ｈ７ 

2 みなと 臨港パーク （特非）横浜市手をつなぐ育成会 Ｈ８ 

3 ばぁーす★でぃ 日産スタジアム （公財）横浜市知的障害者育成会 Ｈ10 

4 愛あい 横浜市脳卒中･神経脊椎ｾﾝﾀｰ （公財）横浜市知的障害者育成会 Ｈ11 

5 のげやま 中央図書館 （特非）横浜市手をつなぐ育成会 Ｈ13 

6 クレヨン 複合施設かるがも （福）偕恵園 

 偕恵いわまワークスぷらねっと 

Ｈ14 

7 しゅしゅｾﾝﾀｰ南店 都筑区総合庁舎 （福）ル・プリ Ｈ18 

8 キュービック 横浜ラポール 企業組合 ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟ･ｷｭｰﾋﾞｯｸ Ｈ19 

9 marine blue 横浜市庁舎 （公財）横浜市知的障害者育成会 Ｒ２ 
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横浜市庁舎３階 
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２ わたしは街のパン屋さん(通称：街パン) 

 (１) 事業内容 

障害者の社会参加の場の提供、普及啓発及び販売力の向上等を図ることを目的に、横浜市内の障害福祉

事業所の出店により、障害者施設で製作したパンを横浜市庁舎内で販売しています。販売にあたっては、

事業所職員だけでなく障害当事者も参加しています。 

(２) 開催日時及び会場 

〇毎週水曜日・金曜日 12時から 13時まで 

〇横浜市庁舎２階 多目的スペース 

(３) 出店事業所  

各日２事業所ずつ ※事業所はよこはま障害者共同受注総合センター わーくるにより募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ JR駅関内北口就労啓発施設 

 (１) 事業内容 

市が所有する中区港町の JR 駅関内北口就労啓発施設を活用して、障害者１名以上の雇用、障害者就労

に関して市民や企業等の理解を促進するための啓発活動、障害者のスポーツや文化・芸術活動の振興を行

っています。事業の実施にあたっては、実施が可能な一般企業を公募した後、選定された一般企業へ建物

の貸付けを行い、実施しています。 

(２) 現運営法人及び事業内容 

〇東日本旅客鉄道株式会社(café ツムギ station at Yokohama Kannai) 

〇カフェ運営 / 現在９名の障害者を雇用 

 (３) 貸付期間 

令和３年(2021 年)１月６日～令和７年(2025年)12月 31日 (５年間) 

(４) ＜参考＞建物概要 

貸付物件 
ＪＲ関内駅北口 

就労支援施設 
所在地 中区港町２丁目９－５ 

最寄駅 ＪＲ関内駅 敷地面積 102.32㎡ 

構造／築年数 地上１階建て／新築 

床面積 65.29㎡（予定） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 浦舟複合福祉施設 

(１) 事業内容 

市が所有する南区浦舟町にある浦舟複合福祉施設９階の一部を活用して、障害者６０名以上の雇用、障

害者就労に関して市民や企業等の理解を促進する啓発活動を行っています。事業の実施にあたっては、実

施が可能な一般企業を公募した後、選定された一般企業へ建物の貸付けを行い、実施しています。 

(２) 現運営法人(事業所)及び事業内容 

〇パーソルサンクス株式会社（よこはま夢工房） 

〇市民や企業を対象としたクッキー販売を実施 / 現在 80名弱の障害者を雇用 

(３) 貸付期間 

平成 30 年(2018年)４月１日～令和５年(2023年)３月 31日 (５年間) 

※現在、令和５年４月１日からの運営事業者を公募中 

(４) ＜参考＞建物概要 

建物名 浦舟複合福祉施設 所在地 南区浦舟町３丁目 46番地 

最寄駅 
市営地下鉄「阪東橋」駅下

車徒歩５分 

敷地面積 2,865.54㎡ 

延床面積 22,880.45㎡ 

構造／築年数 鉄筋コンクリート構造／地上12階・地下２階／昭和42年11月築 

床面積 732.65㎡（延床面積911.08㎡） ９階(一部) 

 

 
café ツムギ外観  

店内では株式会社オリィ研究所の分身ロボット

「OriHime（オリヒメ）」を活用した障害者が働い

ています。 
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